


大師に降参して、優しくなった手長足長という鬼の遊具です。

三本足のカラスも一緒にこどもたちの遊ぶ姿を見守っています。
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全体模型でバランスの検証
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部分模製で細部の検証

三崎山の手長足長伝説

今から 1200年程前、三崎山に恐ろしい怪物が住んでいて、そこ

を適る旅人を捕らえて食べていました。この怪物は、 手が長くて鳥

海山まで届き、足は飛島までひとまたぎできたといいます。住んで

いた岩の洞窟付近には人間の骨が散らばっていました。この怪物を

退治しようと出かけていった武士も帰ってくる人はほとんどいませ

んでした。道行く人々はおそるおそる三崎山を通っていったのです。

ところが、 関所付近の林に三本足のカラスが住んでいて、近くに

手長足長がいるときは 「ウヤ」と嗚き、いないときは 「ムヤ」と鳴

きました。ここを通る人々は、これを聞き分けて通るようになリま

した。それ以来、この関所を 「有耶無耶の関」と呼ぶようになリま

した。

折から来合わせた慈覚大師はこの手長足長の話を聞いて退治に出

かけましたが、捕らえられてしまったのです。しかし手長足長は、

大師の鋭い眼力と慈しみの心に負け、しまいには、 降参してしまい

ました。大師は、散らばっている人間の骨を集めて埋め、そこには

五輪塔を建てて冥福を祈りました。

その後、手長足長が人間の肉を食べなくなると、 タブの実を食べ

させました。それからというもの、道行く人々も、カラスの鳴き声

を間き分ける必要も無くなり、安心して適ることができるように

なったのです。大師が、 三崎を去る時に、たくさんのタブの実を蒔

いていきました。それが現在、三崎山にうっそうと茂るタブの木な

のです。 （遊佐町読本より）

右手の見守りベンチ

ラダーやネットのぽり

三本足のカラス （材質 ：黒御影石）
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